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■ 目的

価格転嫁の適正化実現に向け、県内産業界全体の状況を把握すること

■ 実施主体

秋田県の「価格転嫁の円滑化に関する協定」を締結する１３の機関・団体
（秋田県、経済産業省東北経済産業局、厚生労働省秋田労働局、国土交通省東北運輸局秋田運輸支局、秋田県

商工会議所連合会、秋田県商工会連合会、秋田県中小企業団体中央会、一般社団法人秋田県経営者協会、

一般社団法人秋田経済同友会、秋田県中小企業家同友会、公益社団法人秋田県トラック協会、日本労働組合

総連合会秋田県連合会、一般社団法人秋田県銀行協会）

■ 調査対象

県内商工団体の会員企業等
（メールやＦＡＸ等により、延べ６,７００社以上に回答を呼びかけた）

■ 実施期間

令和７年８月１９日 ～ ９月２６日

■ 調査方法

オンライン
（県公式webサイト「美の国あきたネット」のアンケートフォームを使用）

１ アンケート概要
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２ アンケート調査票（調査項目）

■ 各種費用の上昇率や価格転嫁率をはじめ、価格転嫁の進捗状況等を調査した。
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２ アンケート調査票（調査項目）

■ 各種費用の上昇率や価格転嫁率をはじめ、価格転嫁の進捗状況等を調査した。
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製造業 92 

25.3%

建設業 59 

16.3%

運輸業 57 

15.7%

小売業 43 

11.8%

サービス業 36 

9.9%

その他 32 

8.8%

卸売業 21 

5.8%

飲食業 16 

4.4%

宿泊業 7 

1.9%

■業種

■ 総回答企業数は、３６３ 社

■ 所在地別では、秋田地域振興局管内（秋田市、男鹿市、潟上市、南秋田郡）

からの回答が最も多かった。

■ 業種別では、製造業からの回答が最も多かった。

■ 従業員数別では、６ ～ ２０人の企業からの回答が最も多かった。

３ 回答企業の基本データ

秋田 162 

44.6%

仙北 43 

11.8%

北秋田 38 

10.5%

雄勝 34 

9.4%

平鹿 30 

8.3%

由利 26 

7.2%

山本 20 

5.5%

鹿角 10 

2.8%

■所在地（地域振興局別）

６～20人 102 

28.1%

１～５人 94 

25.9%

21～50人 74 

20.4%

101～300人 46 

12.7%

51～100人 27 

7.4%

300人～ 20 

5.5%

■従業員数
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コスト上昇要因【 業種別 】

区分 原材料費 エネルギー費 労務費 その他 計

全体 41.9% 152 19.6% 71 30.9% 112 7.7% 28 100.0% 363

飲食業 75.0% 12 18.8% 3 6.3% 1 0.0% 0 100.0% 16

宿泊業 42.9% 3 28.6% 2 28.6% 2 0.0% 0 100.0% 7

サービス業 27.8% 10 16.7% 6 47.2% 17 8.3% 3 100.0% 36

小売業 58.1% 25 9.3% 4 25.6% 11 7.0% 3 100.0% 43

卸売業 42.9% 9 4.8% 1 47.6% 10 4.8% 1 100.0% 21

製造業 55.4% 51 6.5% 6 35.9% 33 2.2% 2 100.0% 92

建設業 59.3% 35 15.3% 9 18.6% 11 6.8% 4 100.0% 59

運輸業 5.3% 3 64.9% 37 24.6% 14 5.3% 3 100.0% 57

その他 12.5% 4 9.4% 3 40.6% 13 37.5% 12 100.0% 32

■ コスト上昇要因として、原材料費を挙げる企業が最も多くなっている。
■ コスト上昇要因を業種別に見ると、

・ 原材料費 ： 飲食業、建設業、小売業、宿泊業、製造業
・ エネルギー費 ： 運輸業、宿泊業
・ 労務費 ： 卸売業、サービス業

において、回答企業全体の平均を大きく上回っている。

４ －（１） コスト上昇要因 【 業種別 】

①

④

①

②

③

①

②

⑤

③

②

③

⑤
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コスト上昇要因【 従業員数別 】

区分 原材料費 エネルギー費 労務費 その他 計

全体 41.9% 152 19.6% 71 30.9% 112 7.7% 28 100.0% 363

１～５人 60.6% 57 17.0% 16 14.9% 14 7.4% 7 100.0% 94

６～20人 40.2% 41 25.5% 26 24.5% 25 9.8% 10 100.0% 102

21～50人 24.3% 18 25.7% 19 44.6% 33 5.4% 4 100.0% 74

51～100人 44.4% 12 14.8% 4 37.0% 10 3.7% 1 100.0% 27

101～300人 37.0% 17 8.7% 4 45.7% 21 8.7% 4 100.0% 46

300人～ 35.0% 7 10.0% 2 45.0% 9 10.0% 2 100.0% 20

■ コスト上昇要因として、比較的従業員数が少ない企業では原材料費を、

従業員数が多い企業では労務費を挙げる割合が高くなっている。

４ －（２） コスト上昇要因 【 従業員数別 】

①

②

①

②

③

①

②

③

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数
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原材料費の上昇率【 業種別 】

区分 10％未満 10％程度 20％程度 30％程度 40％程度 50％以上 計 平均上昇率

全体 17.9% 65 33.1% 120 29.8% 108 10.5% 38 5.5% 20 3.3% 12 100.0% 363 18.0% 

飲食業 25.0% 4 25.0% 4 37.5% 6 0.0% 0 12.5% 2 0.0% 0 100.0% 16 16.3% 

宿泊業 0.0% 0 28.6% 2 42.9% 3 14.3% 1 0.0% 0 14.3% 1 100.0% 7 26.4% 

サービス業 22.2% 8 47.2% 17 19.4% 7 8.3% 3 0.0% 0 2.8% 1 100.0% 36 14.3% 

小売業 16.3% 7 32.6% 14 37.2% 16 11.6% 5 2.3% 1 0.0% 0 100.0% 43 15.9% 

卸売業 14.3% 3 42.9% 9 28.6% 6 9.5% 2 0.0% 0 4.8% 1 100.0% 21 17.1% 

製造業 16.3% 15 23.9% 22 32.6% 30 8.7% 8 10.9% 10 7.6% 7 100.0% 92 22.4% 

建設業 10.2% 6 33.9% 20 25.4% 15 23.7% 14 3.4% 2 3.4% 2 100.0% 59 20.0% 

運輸業 22.8% 13 35.1% 20 33.3% 19 7.0% 4 1.8% 1 0.0% 0 100.0% 57 14.1% 

その他 28.1% 9 37.5% 12 18.8% 6 3.1% 1 12.5% 4 0.0% 0 100.0% 32 14.8% 

■ 令和４年１月以降の原材料費の上昇率は「１０％程度」との回答が最も多く、

回答企業全体の平均上昇率は１８．０％と、昨年度（１７．６％）と同程度であ

る。

■ 業種別では、宿泊業、製造業、建設業の平均上昇率が比較的高く、運輸業、

サービス業、その他の業種、小売業で低くなっている。

５ －（１） 原材料費の上昇率 【 業種別 】

①

②

③

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数
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原材料費の価格転嫁率【 業種別 】

区分 0% 20％未満
20％以上～
40％未満

40％以上～
60％未満

60％以上～
80％未満

80％以上 計 平均転嫁率

全体 16.5% 60 41.0% 149 11.3% 41 8.3% 30 7.7% 28 15.2% 55 100.0% 363 30.7% 

飲食業 37.5% 6 62.5% 10 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 16 6.3% 

宿泊業 14.3% 1 71.4% 5 0.0% 0 14.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 7 14.3% 

サービス業 33.3% 12 33.3% 12 13.9% 5 8.3% 3 5.6% 2 5.6% 2 100.0% 36 20.6% 

小売業 11.6% 5 37.2% 16 11.6% 5 4.7% 2 9.3% 4 25.6% 11 100.0% 43 39.1% 

卸売業 4.8% 1 47.6% 10 14.3% 3 9.5% 2 0.0% 0 23.8% 5 100.0% 21 35.2% 

製造業 10.9% 10 46.7% 43 9.8% 9 9.8% 9 10.9% 10 12.0% 11 100.0% 92 30.9% 

建設業 3.4% 2 27.1% 16 20.3% 12 11.9% 7 11.9% 7 25.4% 15 100.0% 59 45.9% 

運輸業 17.5% 10 50.9% 29 10.5% 6 8.8% 5 5.3% 3 7.0% 4 100.0% 57 22.6% 

その他 40.6% 13 25.0% 8 3.1% 1 3.1% 1 6.3% 2 21.9% 7 100.0% 32 29.1% 

■ 原材料費の価格転嫁率は「２０％未満」との回答が最も多く、回答企業全体の

平均転嫁率は３０．７％と、昨年度（２７．３％）よりやや上昇している。

■ 平均転嫁率を業種別に見ると、建設業で４５．９％、小売業で３９．１％、卸売業

で３５．２％と高くなっている。

■ ＢtoＣの要素が強い飲食業、宿泊業、サービス業において、 回答企業全体の

平均転嫁率を大きく下回っている。

５ －（２） 原材料費の価格転嫁率 【 業種別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②

③
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原材料費の上昇率【 従業員数別 】

区分 10％未満 10％程度 20％程度 30％程度 40％程度 50％以上 計 平均上昇率

全体 17.9% 65 33.1% 120 29.8% 108 10.5% 38 5.5% 20 3.3% 12 100.0% 363 18.0% 

１～５人 13.8% 13 33.0% 31 35.1% 33 8.5% 8 5.3% 5 4.3% 4 100.0% 94 18.9% 

６～20人 21.6% 22 25.5% 26 36.3% 37 9.8% 10 4.9% 5 2.0% 2 100.0% 102 17.3% 

21～50人 14.9% 11 31.1% 23 23.0% 17 18.9% 14 8.1% 6 4.1% 3 100.0% 74 20.4% 

51～100人 18.5% 5 40.7% 11 25.9% 7 7.4% 2 3.7% 1 3.7% 1 100.0% 27 16.7% 

101～300人 19.6% 9 43.5% 20 21.7% 10 4.3% 2 6.5% 3 4.3% 2 100.0% 46 16.8% 

300人～ 25.0% 5 45.0% 9 20.0% 4 10.0% 2 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 20 12.8% 

■ 原材料費の平均上昇率は、従業員数に関わらずほぼ同程度となっている。

５ －（３） 原材料費の上昇率 【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②
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原材料費の価格転嫁率【 従業員数別 】

区分 0% 20％未満
20％以上～
40％未満

40％以上～
60％未満

60％以上～
80％未満

80％以上 計 平均転嫁率

全体 16.5% 60 41.0% 149 11.3% 41 8.3% 30 7.7% 28 15.2% 55 100.0% 363 30.7% 

１～５人 17.0% 16 45.7% 43 10.6% 10 5.3% 5 6.4% 6 14.9% 14 100.0% 94 28.3% 

６～20人 16.7% 17 46.1% 47 10.8% 11 8.8% 9 2.9% 3 14.7% 15 100.0% 102 27.5% 

21～50人 18.9% 14 37.8% 28 16.2% 12 5.4% 4 5.4% 4 16.2% 12 100.0% 74 29.7% 

51～100人 11.1% 3 33.3% 9 18.5% 5 11.1% 3 7.4% 2 18.5% 5 100.0% 27 36.3% 

101～300人 10.9% 5 23.9% 11 4.3% 2 15.2% 7 26.1% 12 19.6% 9 100.0% 46 47.2% 

300人～ 25.0% 5 55.0% 11 5.0% 1 10.0% 2 5.0% 1 0.0% 0 100.0% 20 15.5% 

■原材料費の価格転嫁率は従業員数「101～300人」の企業が４７．２％、「51～

100人」の企業が３６．３％と高いが、「300人～」の企業は１５．５％と最も低い。

５ －（４） 原材料費の価格転嫁率 【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②
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６ －（１） エネルギー費の上昇率 【 業種別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

■ 令和４年１月以降のエネルギー費の上昇率は「１０％程度」との回答が最も

多く、回答企業全体の平均上昇率は１６．３％となっている。

■ 業種別では、宿泊業、サービス業、飲食業の平均上昇率が比較的高く、

卸売業、その他の業種、小売業で低くなっている。

①

②

③

エネルギー費の上昇率【 業種別 】

区分 10％未満 10％程度 20％程度 30％程度 40％程度 50％以上 計 平均上昇率

全体 17.4% 63 39.7% 144 28.1% 102 9.6% 35 2.8% 10 2.5% 9 100.0% 363 16.3% 

飲食業 25.0% 4 18.8% 3 25.0% 4 31.3% 5 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 16 17.5% 

宿泊業 14.3% 1 14.3% 1 42.9% 3 14.3% 1 0.0% 0 14.3% 1 100.0% 7 25.7% 

サービス業 19.4% 7 33.3% 12 30.6% 11 8.3% 3 2.8% 1 5.6% 2 100.0% 36 18.2% 

小売業 20.9% 9 41.9% 18 27.9% 12 9.3% 4 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 43 13.6% 

卸売業 9.5% 2 66.7% 14 23.8% 5 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 21 11.9% 

製造業 12.0% 11 44.6% 41 28.3% 26 5.4% 5 6.5% 6 3.3% 3 100.0% 92 17.4% 

建設業 20.3% 12 33.9% 20 23.7% 14 16.9% 10 3.4% 2 1.7% 1 100.0% 59 16.9% 

運輸業 12.3% 7 45.6% 26 28.1% 16 10.5% 6 0.0% 0 3.5% 2 100.0% 57 16.6% 

その他 31.3% 10 28.1% 9 34.4% 11 3.1% 1 3.1% 1 0.0% 0 100.0% 32 13.4% 
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■ エネルギー費の価格転嫁率は、「０％」、 「２０％未満」との回答が７割を超え、
回答企業全体の平均転嫁率は２１．７％となっている（昨年度は１９．９％）。

■ 平均転嫁率を業種別に見ると、建設業で３９．２％、運輸業で２４．６％と高い
が、昨年度一番高かった製造業（２９．２％）は１９．３％と大きく低下している。

■ ＢtoＣの要素が強い飲食業、宿泊業、サービス業のほか、その他の業種にお
いて、回答企業全体の平均転嫁率を大きく下回っている。

６ －（２） エネルギー費の価格転嫁率 【 業種別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

②

①

③

エネルギー費の価格転嫁率【 業種別 】

区分 0% 20％未満
20％以上～
40％未満

40％以上～
60％未満

60％以上～
80％未満

80％以上 計 平均転嫁率

全体 30.0% 109 41.0% 149 7.4% 27 6.9% 25 6.1% 22 8.5% 31 100.0% 363 21.7% 

飲食業 68.8% 11 25.0% 4 6.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 16 4.4% 

宿泊業 28.6% 2 57.1% 4 0.0% 0 14.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 7 12.9% 

サービス業 41.7% 15 30.6% 11 11.1% 4 8.3% 3 2.8% 1 5.6% 2 100.0% 36 17.5% 

小売業 41.9% 18 32.6% 14 0.0% 0 4.7% 2 11.6% 5 9.3% 4 100.0% 43 22.1% 

卸売業 28.6% 6 57.1% 12 0.0% 0 9.5% 2 0.0% 0 4.8% 1 100.0% 21 14.8% 

製造業 30.4% 28 46.7% 43 3.3% 3 6.5% 6 6.5% 6 6.5% 6 100.0% 92 19.3% 

建設業 10.2% 6 30.5% 18 22.0% 13 6.8% 4 6.8% 4 23.7% 14 100.0% 59 39.2% 

運輸業 8.8% 5 57.9% 33 10.5% 6 8.8% 5 7.0% 4 7.0% 4 100.0% 57 24.6% 

その他 56.3% 18 31.3% 10 0.0% 0 6.3% 2 6.3% 2 0.0% 0 100.0% 32 10.6% 
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■ エネルギー費の平均上昇率は、従業員数に関わらずほぼ同程度となって

いる。

６ －（３） エネルギー費の上昇率 【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②

エネルギー費の上昇率【 従業員数別 】

区分 10％未満 10％程度 20％程度 30％程度 40％程度 50％以上 計 平均上昇率

全体 17.4% 63 39.7% 144 28.1% 102 9.6% 35 2.8% 10 2.5% 9 100.0% 363 16.3% 

１～５人 19.1% 18 36.2% 34 29.8% 28 11.7% 11 0.0% 0 3.2% 3 100.0% 94 16.4% 

６～20人 14.7% 15 43.1% 44 30.4% 31 8.8% 9 1.0% 1 2.0% 2 100.0% 102 15.6% 

21～50人 12.2% 9 41.9% 31 28.4% 21 10.8% 8 5.4% 4 1.4% 1 100.0% 74 16.9% 

51～100人 3.7% 1 55.6% 15 33.3% 9 3.7% 1 3.7% 1 0.0% 0 100.0% 27 15.0% 

101～300人 30.4% 14 28.3% 13 19.6% 9 10.9% 5 6.5% 3 4.3% 2 100.0% 46 17.4% 

300人～ 30.0% 6 35.0% 7 20.0% 4 5.0% 1 5.0% 1 5.0% 1 100.0% 20 16.3% 
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■エネルギー費の価格転嫁率は従業員数「101～300人」の企業が３５．９％、

「51～100人」の企業が３０． ７％と高いが、「300人～」の企業は１２．５％と最

も低い（原材料費の価格転嫁率（５－（４））と同様の傾向である。）。

６ －（４） エネルギー費の価格転嫁率 【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

③

②

エネルギー費の価格転嫁率【 従業員数別 】

区分 0% 20％未満
20％以上～
40％未満

40％以上～
60％未満

60％以上～
80％未満

80％以上 計 平均転嫁率

全体 30.0% 109 41.0% 149 7.4% 27 6.9% 25 6.1% 22 8.5% 31 100.0% 363 21.7% 

１～５人 44.7% 42 33.0% 31 6.4% 6 3.2% 3 5.3% 5 7.4% 7 100.0% 94 17.2% 

６～20人 30.4% 31 45.1% 46 8.8% 9 5.9% 6 2.0% 2 7.8% 8 100.0% 102 18.5% 

21～50人 21.6% 16 50.0% 37 6.8% 5 8.1% 6 5.4% 4 8.1% 6 100.0% 74 22.2% 

51～100人 7.4% 2 55.6% 15 3.7% 1 11.1% 3 7.4% 2 14.8% 4 100.0% 27 30.7% 

101～300人 23.9% 11 23.9% 11 8.7% 4 10.9% 5 19.6% 9 13.0% 6 100.0% 46 35.9% 

300人～ 35.0% 7 45.0% 9 10.0% 2 10.0% 2 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 20 12.5% 
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労務費の上昇率【 業種別 】

区分 10％未満 10％程度 20％程度 30％程度 40％程度 50％以上 計 平均上昇率

全体 32.8% 119 40.5% 147 19.6% 71 5.2% 19 1.4% 5 0.6% 2 100.0% 363 12.1% 

飲食業 62.5% 10 25.0% 4 6.3% 1 6.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 16 8.8% 

宿泊業 28.6% 2 28.6% 2 28.6% 2 14.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 7 14.3% 

サービス業 36.1% 13 41.7% 15 16.7% 6 5.6% 2 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 36 11.0% 

小売業 53.5% 23 32.6% 14 11.6% 5 2.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 43 9.0% 

卸売業 33.3% 7 52.4% 11 4.8% 1 9.5% 2 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 21 10.7% 

製造業 26.1% 24 38.0% 35 26.1% 24 5.4% 5 4.3% 4 0.0% 0 100.0% 92 13.7% 

建設業 20.3% 12 50.8% 30 15.3% 9 10.2% 6 1.7% 1 1.7% 1 100.0% 59 14.2% 

運輸業 29.8% 17 42.1% 24 28.1% 16 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 57 11.3% 

その他 34.4% 11 37.5% 12 21.9% 7 3.1% 1 0.0% 0 3.1% 1 100.0% 32 13.1% 

■ 令和４年１月以降の労務費の上昇率は「１０％程度」との回答が最も多く、

回答企業全体の平均上昇率は１２．１％（昨年度は１０．２％ ）となっている。

■ 業種別では、宿泊業、建設業、製造業の平均上昇率が比較的高く、小売業、

飲食業で低くなっている。

７ －（１） 労務費の上昇率 【 業種別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

③

②
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労務費の価格転嫁率【 業種別 】

区分 0% 20％未満
20％以上～
40％未満

40％以上～
60％未満

60％以上～
80％未満

80％以上 計 平均転嫁率

全体 31.7% 115 39.7% 144 8.3% 30 7.2% 26 5.8% 21 7.4% 27 100.0% 363 20.8% 

飲食業 81.3% 13 18.8% 3 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 16 1.9% 

宿泊業 57.1% 4 28.6% 2 0.0% 0 14.3% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 7 10.0% 

サービス業 50.0% 18 27.8% 10 5.6% 2 2.8% 1 8.3% 3 5.6% 2 100.0% 36 16.7% 

小売業 46.5% 20 30.2% 13 4.7% 2 4.7% 2 7.0% 3 7.0% 3 100.0% 43 17.9% 

卸売業 23.8% 5 52.4% 11 9.5% 2 4.8% 1 0.0% 0 9.5% 2 100.0% 21 19.0% 

製造業 29.3% 27 40.2% 37 9.8% 9 6.5% 6 8.7% 8 5.4% 5 100.0% 92 21.2% 

建設業 8.5% 5 42.4% 25 10.2% 6 13.6% 8 5.1% 3 20.3% 12 100.0% 59 35.9% 

運輸業 19.3% 11 56.1% 32 7.0% 4 8.8% 5 5.3% 3 3.5% 2 100.0% 57 18.9% 

その他 37.5% 12 34.4% 11 15.6% 5 6.3% 2 3.1% 1 3.1% 1 100.0% 32 16.3% 

■ 労務費の価格転嫁率は、「０％」 、「２０％未満」との回答が７割を超え、

回答企業全体の平均転嫁率は２０．８％となっている（昨年度は１７．６％ ）。

■ 業種別に見ると、飲食業において全ての企業が労務費の転嫁率を２０％未満

と回答し、平均転嫁率が１．９％となっている。

■ ＢtoＣの要素が強い飲食業、宿泊業、サービス業のほか、その他の業種に

おいて、回答企業全体の平均転嫁率を大きく下回っている。

７ －（２） 労務費の価格転嫁率 【 業種別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②
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労務費の上昇率【 従業員数別 】

区分 10％未満 10％程度 20％程度 30％程度 40％程度 50％以上 計 平均上昇率

全体 32.8% 119 40.5% 147 19.6% 71 5.2% 19 1.4% 5 0.6% 2 100.0% 363 12.1% 

１～５人 46.8% 44 36.2% 34 13.8% 13 1.1% 1 1.1% 1 1.1% 1 100.0% 94 10.3% 

６～20人 26.5% 27 43.1% 44 25.5% 26 3.9% 4 1.0% 1 0.0% 0 100.0% 102 12.3% 

21～50人 21.6% 16 43.2% 32 21.6% 16 12.2% 9 1.4% 1 0.0% 0 100.0% 74 13.9% 

51～100人 22.2% 6 55.6% 15 14.8% 4 7.4% 2 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 27 11.9% 

101～300人 41.3% 19 32.6% 15 19.6% 9 2.2% 1 2.2% 1 2.2% 1 100.0% 46 12.4% 

300人～ 35.0% 7 35.0% 7 15.0% 3 10.0% 2 5.0% 1 0.0% 0 100.0% 20 13.3% 

■ 労務費の平均上昇率は、従業員数に関わらずほぼ同程度となっている。

７ －（３） 労務費の上昇率 【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②

-19-



■労務費の価格転嫁率は、従業員数「101～300人」の企業が３６．３％、「 51～

100人」の企業が２８． １％と高いが、「300人～」の企業が１４．０％であり、「1
～5人」の企業に次いで低くくなっている。

７ －（４） 労務費の価格転嫁率 【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②

③

労務費の価格転嫁率【 従業員数別 】

区分 0% 20％未満
20％以上～
40％未満

40％以上～
60％未満

60％以上～
80％未満

80％以上 計 平均転嫁率

全体 31.7% 115 39.7% 144 8.3% 30 7.2% 26 5.8% 21 7.4% 27 100.0% 363 20.8% 

１～５人 51.1% 48 33.0% 31 3.2% 3 4.3% 4 3.2% 3 5.3% 5 100.0% 94 13.4% 

６～20人 30.4% 31 45.1% 46 10.8% 11 5.9% 6 0.0% 0 7.8% 8 100.0% 102 17.7% 

21～50人 18.9% 14 44.6% 33 16.2% 12 6.8% 5 5.4% 4 8.1% 6 100.0% 74 23.8% 

51～100人 11.1% 3 55.6% 15 3.7% 1 7.4% 2 11.1% 3 11.1% 3 100.0% 27 28.1% 

101～300人 23.9% 11 26.1% 12 2.2% 1 13.0% 6 23.9% 11 10.9% 5 100.0% 46 36.3% 

300人～ 40.0% 8 35.0% 7 10.0% 2 15.0% 3 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 20 14.0% 
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価格交渉の実施有無（直近１年間）【 業種別 】

区分 はい（有） いいえ（無） 計

全体 69.7% 253 30.3% 110 100.0% 363

飲食業 18.8% 3 81.3% 13 100.0% 16

宿泊業 71.4% 5 28.6% 2 100.0% 7

サービス業 55.6% 20 44.4% 16 100.0% 36

小売業 58.1% 25 41.9% 18 100.0% 43

卸売業 76.2% 16 23.8% 5 100.0% 21

製造業 83.7% 77 16.3% 15 100.0% 92

建設業 71.2% 42 28.8% 17 100.0% 59

運輸業 82.5% 47 17.5% 10 100.0% 57

その他 56.3% 18 43.8% 14 100.0% 32

■ 直近１年間において、取引先に対して価格交渉を行った企業は、回答企業
全体の約７割（６９．７％）となっている（昨年度は６９．５％）。

■ 業種別では、飲食業で１８．８％、サービス業で５５．６％、小売り業で５８． １％
と、ＢtoＣの要素の強い業種において、回答企業全体の平均を下回っている。

■ 製造業では８３．７％、運輸業で８２．５％の企業が価格交渉を行っているなど、
業種間で差が大きくなっている。

８ －（１） 価格交渉の実施有無（直近１年間） 【 業種別 】

①

②

③

④
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価格交渉の実施有無（直近１年間）【 従業員数別 】

区分 はい（有） いいえ（無） 計

全体 69.7% 253 30.3% 110 100.0% 363

１～５人 53.2% 50 46.8% 44 100.0% 94

６～20人 69.6% 71 30.4% 31 100.0% 102

21～50人 70.3% 52 29.7% 22 100.0% 74

51～100人 77.8% 21 22.2% 6 100.0% 27

101～300人 91.3% 42 8.7% 4 100.0% 46

300人～ 85.0% 17 15.0% 3 100.0% 20

■ 従業員数が多い企業が、価格交渉を実施している割合が高くなっている。

８ －（２） 価格交渉の実施有無（直近１年間）【 従業員数別 】

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②

③
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価格交渉の申出元【 業種別 】

区分 自社 取引先 未回答 計

全体 82.2% 208 16.2% 41 1.6% 4 100.0% 253

飲食業 100.0% 3 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 3

宿泊業 60.0% 3 40.0% 2 0.0% 0 100.0% 5

サービス業 75.0% 15 25.0% 5 0.0% 0 100.0% 20

小売業 68.0% 17 32.0% 8 0.0% 0 100.0% 25

卸売業 81.3% 13 12.5% 2 6.3% 1 100.0% 16

製造業 89.6% 69 9.1% 7 1.3% 1 100.0% 77

建設業 85.7% 36 14.3% 6 0.0% 0 100.0% 42

運輸業 80.9% 38 17.0% 8 2.1% 1 100.0% 47

その他 77.8% 14 16.7% 3 5.6% 1 100.0% 18

■ 回答企業全体の８２．２％（昨年度は８４．８％）が自社から価格交渉を

申し出ており、 製造業、建設業等でその割合が高くなっている。

９ －（１） 価格交渉の申出元 【 業種別 】

①

②

①

②

③

③

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数
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価格交渉の申出元【 従業員数別 】

区分 自社 取引先 未回答 計

全体 82.2% 208 16.2% 41 1.6% 4 100.0% 253

１～５人 72.0% 36 26.0% 13 2.0% 1 100.0% 50

６～20人 90.1% 64 8.5% 6 1.4% 1 100.0% 71

21～50人 80.8% 42 17.3% 9 1.9% 1 100.0% 52

51～100人 85.7% 18 14.3% 3 0.0% 0 100.0% 21

101～300人 83.3% 35 14.3% 6 2.4% 1 100.0% 42

300人～ 76.5% 13 23.5% 4 0.0% 0 100.0% 17

■ 価格交渉の申出元は、従業員数に関わらず「自社から価格交渉を

申し出ている」とした割合が高くなっている。

９ －（２） 価格交渉の申出元 【 従業員数別 】

①

②

③

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

①

②
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価格交渉の進捗状況【 業種別 】

区分
全く進んでい

ない
一部しか進ん
でいない

順調に進んで
いる

未回答 計

全体 4.7% 12 51.8% 131 41.9% 106 1.6% 4 100.0% 253

飲食業 0.0% 0 100.0% 3 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 3

宿泊業 0.0% 0 80.0% 4 20.0% 1 0.0% 0 100.0% 5

サービス業 5.0% 1 55.0% 11 40.0% 8 0.0% 0 100.0% 20

小売業 20.0% 5 28.0% 7 52.0% 13 0.0% 0 100.0% 25

卸売業 0.0% 0 75.0% 12 25.0% 4 0.0% 0 100.0% 16

製造業 5.2% 4 54.5% 42 39.0% 30 1.3% 1 100.0% 77

建設業 0.0% 0 52.4% 22 47.6% 20 0.0% 0 100.0% 42

運輸業 2.1% 1 55.3% 26 38.3% 18 4.3% 2 100.0% 47

その他 5.6% 1 22.2% 4 66.7% 12 5.6% 1 100.0% 18

■価格交渉の進捗状況に関する評価として、 「一部しか進んでいない」と回答し

た企業の割合が５１．８％であり、昨年度（６０．０％）より減少した一方で、「順

調に進んでいる」と回答した企業の割合が４１．９％であり、昨年度（３６．５％）

より増加した。

１０ －（１） 価格交渉の進捗状況 【 業種別 】

①

②

③

①

②

③

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数
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価格交渉の進捗状況【 従業員数別 】

区分
全く進んでい

ない
一部しか進ん

でいない
順調に進んで

いる
未回答 計

全体 4.7% 12 51.8% 131 41.9% 106 1.6% 4 100.0% 253

１～５人 14.0% 7 38.0% 19 46.0% 23 2.0% 1 100.0% 50

６～20人 4.2% 3 57.7% 41 38.0% 27 0.0% 0 100.0% 71

21～50人 0.0% 0 51.9% 27 44.2% 23 3.8% 2 100.0% 52

51～100人 4.8% 1 57.1% 12 38.1% 8 0.0% 0 100.0% 21

101～300人 2.4% 1 52.4% 22 42.9% 18 2.4% 1 100.0% 42

300人～ 0.0% 0 58.8% 10 41.2% 7 0.0% 0 100.0% 17

■価格交渉の進捗状況は、従業員数「1～5人」の企業は、「一部しか進んでい

ない」 とした企業の割合が低くなっている。

１０ －（２） 価格交渉の進捗状況 【 従業員数別 】

①

②

③

①

②

③

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数
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■ 価格交渉が進まない理由として、業種を問わず「② 受注・販売量の減少懸念」

と回答した企業の割合が最も高く、次いで「① 取引先との関係性」との回答の

割合が高かった。

■ 「⑦特になし」（価格転嫁は進んでいる）と回答した企業の割合は２１．９％となっ

ており、昨年度（１７．４％） よりも高くなってい る。

１１ －（１） 価格交渉が進まない理由 【 業種別 】

⑤ 仕方が分からない・・・・・・・・価格転嫁の仕方が分からない
⑥ 相談窓口が分からない・・・・・・価格転嫁の相談窓口が分からない
⑦ 特になし(価格転嫁は進んでいる)・特になし(価格転嫁は進んでいる)

① 取引相手との関係性・・・これまでの商習慣や取引相手との関係性から、発注側と交渉しづらい
➁ 受注・販売量の減少懸念・価格交渉をすることにより受注や販売量が減少する懸念がある
③ 根拠の提示が困難・・・・価格転嫁の根拠を提示することが難しい

④ 事務の手間やコスト・・・価格転嫁をするために事務の手間やコストがかかる

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

価格交渉が進まない理由【 業種別 】 ※複数回答可

区分
これまでの商
習慣や取引相
手との関係性

価格転嫁をす
ることにより
受注や販売量

価格転嫁の根
拠を提示する
ことが難しい

価格転嫁をす
るために事務
の手間やコス

価格転嫁の仕
方が分からな

い

価格転嫁の相
談窓口が分か

らない

特になし（価
格転嫁は進ん
でいる）

その他 計

全体 23.7% 120 32.4% 164 8.7% 44 5.1% 26 1.2% 6 0.2% 1 21.9% 111 6.7% 34 100.0% 506

飲食業 24.0% 6 44.0% 11 12.0% 3 8.0% 2 4.0% 1 0.0% 0 4.0% 1 4.0% 1 100.0% 25

宿泊業 40.0% 4 50.0% 5 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 10.0% 1 0.0% 0 100.0% 10

サービス業 25.5% 12 29.8% 14 8.5% 4 10.6% 5 0.0% 0 0.0% 0 19.1% 9 6.4% 3 100.0% 47

小売業 19.3% 11 28.1% 16 7.0% 4 8.8% 5 3.5% 2 1.8% 1 28.1% 16 3.5% 2 100.0% 57

卸売業 32.0% 8 36.0% 9 4.0% 1 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 20.0% 5 8.0% 2 100.0% 25

製造業 21.3% 29 39.7% 54 9.6% 13 3.7% 5 0.7% 1 0.0% 0 16.2% 22 8.8% 12 100.0% 136

建設業 22.9% 19 24.1% 20 12.0% 10 4.8% 4 0.0% 0 0.0% 0 33.7% 28 2.4% 2 100.0% 83

運輸業 27.3% 21 29.9% 23 7.8% 6 3.9% 3 1.3% 1 0.0% 0 24.7% 19 5.2% 4 100.0% 77

その他 21.7% 10 26.1% 12 6.5% 3 4.3% 2 2.2% 1 0.0% 0 21.7% 10 17.4% 8 100.0% 46

① 取引相手

との関係性
② 受注,販売量

の減少懸念

③ 根拠の提示

が困難

⑥ 相談窓口が

分からない
⑦ 特になし

(価格転嫁は進んでいる)
⑧ その他

④ 事務の手間

やコスト

⑤ 仕方が

分からない
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※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

■価格交渉が進まないは、従業員数に関わらず、概ね同様の結果となっている。

１１ －（２） 価格交渉が進まない理由 【 従業員数別 】

① 取引相手との関係性・・・これまでの商習慣や取引相手との関係性から、発注側と交渉しづらい

➁ 受注・販売量の減少懸念・価格交渉をすることにより受注や販売量が減少する懸念がある
③ 根拠の提示が困難・・・・価格転嫁の根拠を提示することが難しい

④ 事務の手間やコスト・・・価格転嫁をするために事務の手間やコストがかかる

⑤ 仕方が分からない・・・・・・・・価格転嫁の仕方が分からない

⑥ 相談窓口が分からない・・・・・・価格転嫁の相談窓口が分からない
⑦ 特になし(価格転嫁は進んでいる)・特になし(価格転嫁は進んでいる)

価格交渉が進まない理由【 従業員数別 】 ※複数回答可

区分
これまでの商
習慣や取引相
手との関係性

価格転嫁をす
ることにより
受注や販売量

価格転嫁の根
拠を提示する
ことが難しい

価格転嫁をす
るために事務
の手間やコス

価格転嫁の仕
方が分からな

い

価格転嫁の相
談窓口が分か

らない

特になし（価
格転嫁は進ん

でいる）
その他 計

全体 23.7% 120 32.4% 164 8.7% 44 5.1% 26 1.2% 6 0.2% 1 21.9% 111 6.7% 34 100.0% 506

１～５人 28.8% 38 26.5% 35 9.8% 13 5.3% 7 2.3% 3 0.8% 1 23.5% 31 3.0% 4 100.0% 132

６～20人 25.7% 38 34.5% 51 6.8% 10 5.4% 8 0.7% 1 0.0% 0 19.6% 29 7.4% 11 100.0% 148

21～50人 20.4% 21 36.9% 38 9.7% 10 2.9% 3 1.0% 1 0.0% 0 22.3% 23 6.8% 7 100.0% 103

51～100人 16.2% 6 32.4% 12 5.4% 2 10.8% 4 0.0% 0 0.0% 0 27.0% 10 8.1% 3 100.0% 37

101～300人 21.7% 13 30.0% 18 11.7% 7 5.0% 3 1.7% 1 0.0% 0 21.7% 13 8.3% 5 100.0% 60

300人～ 15.4% 4 38.5% 10 7.7% 2 3.8% 1 0.0% 0 0.0% 0 19.2% 5 15.4% 4 100.0% 26

① 取引相手

との関係性

② 受注,販売量

の減少懸念

③ 根拠の提示

が困難

⑥ 相談窓口が

分からない
⑦ 特になし

(価格転嫁は進んでいる)
⑧ その他④ 事務の手間

やコスト

⑤ 仕方が

分からない
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■ 回答企業全体のうち、「② 発注側の理解」と「③ 発注側との信頼関係」を理由に

挙げる企業が多く、次いで「① 根拠を提示できている」が多くなっている。

■ 業種別に見ると、サービス業、運輸業では「 ② 発注側の理解」により価格転嫁が

進んでいると回答した企業の割合が高く、卸売業では「① 根拠を提示できてい

る」との回答の割合が高いなど、業種間で差異が見られる。

１２ －（１） 価格交渉が進んでいる理由 【 業種別 】

① 根拠を提示できている・・・・・・・・・価格転嫁の根拠をきちんと発注側に提示することができている

➁ 発注側の理解・・・・・・・・・・・・・発注側の価格転嫁に対する理解が進んでいる
③ 発注側との信頼関係・・・・・・・・・・発注側との信頼関係による
④ 発注側がパートナーシップ構築宣言企業・発注側が「パートナーシップ構築宣言」の宣言企業である

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数

価格交渉が進んでいる理由【 業種別 】 ※任意項目、複数回答可

区分
価格転嫁の根
拠をきちんと
発注側に提示

発注側の価格
転嫁に対する
理解が進んで

発注側との信
頼関係による

発注側が
「パートナー
シップ構築宣

その他 計

全体 27.5% 89 39.8% 129 29.9% 97 1.2% 4 1.5% 5 100.0% 324

飲食業 25.0% 1 25.0% 1 50.0% 2 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 4

宿泊業 0.0% 0 50.0% 1 50.0% 1 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 2

サービス業 20.8% 5 45.8% 11 29.2% 7 0.0% 0 4.2% 1 100.0% 24

小売業 33.3% 11 36.4% 12 21.2% 7 0.0% 0 9.1% 3 100.0% 33

卸売業 42.9% 9 33.3% 7 23.8% 5 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 21

製造業 31.9% 29 38.5% 35 27.5% 25 2.2% 2 0.0% 0 100.0% 91

建設業 28.2% 20 36.6% 26 33.8% 24 1.4% 1 0.0% 0 100.0% 71

運輸業 21.6% 11 43.1% 22 35.3% 18 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 51

その他 11.1% 3 51.9% 14 29.6% 8 3.7% 1 3.7% 1 100.0% 27

① 根拠を提示

できている
② 発注側の

理解

③ 発注側との

信頼関係

④ 発注側が

パートナーシップ

構築宣言企業
⑤ その他
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■ 価格交渉が進んでいる理由は、従業員数に関わらず「② 発注側の理解」

とした企業の割合が高くなっている。

１２ －（２） 価格交渉が進んでいる理由 【 従業員数別 】

① 根拠を提示できている・・・・・・・・・価格転嫁の根拠をきちんと発注側に提示することができている

➁ 発注側の理解・・・・・・・・・・・・・発注側の価格転嫁に対する理解が進んでいる
③ 発注側との信頼関係・・・・・・・・・・発注側との信頼関係による
④ 発注側がパートナーシップ構築宣言企業・発注側が「パートナーシップ構築宣言」の宣言企業である

※ 左欄は各項目の回答総数(計)に対する回答数の割合
※ 右欄は各項目の回答数価格交渉が進んでいる理由【 従業員数別 】 ※任意項目、複数回答可

区分
価格転嫁の根
拠をきちんと
発注側に提示

発注側の価格
転嫁に対する
理解が進んで

発注側との信
頼関係による

発注側が
「パートナー
シップ構築宣

その他 計

全体 27.5% 89 39.8% 129 29.9% 97 1.2% 4 1.5% 5 100.0% 324

１～５人 31.9% 22 34.8% 24 30.4% 21 0.0% 0 2.9% 2 100.0% 69

６～20人 28.6% 26 40.7% 37 29.7% 27 0.0% 0 1.1% 1 100.0% 91

21～50人 19.4% 14 41.7% 30 37.5% 27 1.4% 1 0.0% 0 100.0% 72

51～100人 34.4% 11 43.8% 14 21.9% 7 0.0% 0 0.0% 0 100.0% 32

101～300人 27.3% 12 36.4% 16 29.5% 13 4.5% 2 2.3% 1 100.0% 44

300人～ 25.0% 4 50.0% 8 12.5% 2 6.3% 1 6.3% 1 100.0% 16

① 根拠を提示

できている
② 発注側の

理解

③ 発注側との

信頼関係

④ 発注側が

パートナーシップ

構築宣言企業
⑤ その他
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■ 令和４年１月から現在までに上昇したコスト（原材料費、エネルギー費、労務費）のうち、企業経営に最も影響を

与えている要因として、約４割（４１．９％）の企業が「原材料費」を挙げている。

■ 各コストの令和４年１月から現在までの価格上昇率（平均）は、原材料費が「１８．０％」で最も高く、エネルギー費が

「１６．３％」、労務費が「１２．１％」となっている。

■ 各コストの価格転嫁率（平均）は、原材料費が「３０．７％」、エネルギー費が「２１．７％」に対し、労務費が「２０．８％」

で最も低くなっている。

■ 回答企業全体のうち、約７割（６９．７％）の企業が価格交渉を実施しており、従業員数が多い企業において、交渉して

いる割合が高くなっている。

■ 価格交渉が進まない理由として、価格交渉によって受注や販売数が減少する懸念があること（３２．４％） や、

これまでの商習慣や取引相手との関係性から交渉をしづらいこと（２３．７％）などを挙げる企業が多くなっている。

■ 価格交渉が進んでいる理由として、発注側の理解（３９．８％）に次いで、発注者との信頼関係（２９．９％）を挙げる

企業が多くなっている。

１３ アンケート調査結果（総括）

● 近年上昇しているコストのうち、企業経営への影響が大きいのは原材料費だが、

価格転嫁が進んでいないのは労務費、次いでエネルギー費である。
●昨年度と同様に、ＢtoＣの要素が強い飲食業、宿泊業、サービス業で、他の
業種と比較して価格転嫁が進んでいない傾向にある。

● 適正な価格転嫁のためには取引先の理解や信頼関係が必要だが、価格交渉による

販売減少の懸念やこれまでの商習慣から転嫁が進んでいない傾向にある。

●約３割の企業が価格交渉を行っていない状況が続いており、また、交渉を行っ
ていても根拠の提示が困難等の課題を抱えている企業が一定数存在している。

⇒協定に基づく連携した取組として、消費者を含む、サプライチェーン全体の気運醸成

に加え、価格交渉の促進やそのスキルアップためのセミナーの開催や情報発信等
が求められている。
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